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この件に関するお問い合わせ 

すてきナイスグループ株式会社  グループ総合企画部 宮川  ＴＥＬ：（045）521－6111 

〒230-8571 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央 4－33－1 ナイスビル 8F 

横浜市環境保全基金への寄付に対する感謝状を拝受しました 

横浜市の子どもアドベンチャー（社会体験プログラム）における木製イスづくり体験の参加費を贈呈 

◆ ニュースポイント ◆ 

すてきナイスグループ株式会社（会長：平田 恒一郎、本社：神奈川県横浜市）は、横浜市教育委員会

によって開催された社会体験プログラム「子どもアドベンチャー2016」の中で当社が取り組んだプログラ

ムにおいて、参加者より受け取った材料代としての参加費の総額を「横浜市環境保全基金」へ寄付いたし

ました。本日、横浜市より、この寄付に対する感謝状を授与されましたのでお知らせいたします。 

国土の約 7割を森林が占める日本は世界でも有数の森林国であり、森林資源の蓄積量は毎年約 1億立方

メートル増加しているとされています。その一方、年間に消費される日本の森林資源は毎年約 2,000万立

方メートルに留まっており、持続可能な循環型社会の形成に向けて森林の健全性を促進するためには、木

を伐って使って、植えて育てる循環の活性化が求められています。 

 木材流通事業をルーツとする当社は、お子様と保護者の方が日本の木にふれ合い、人や環境に優しいサ

スティナブルな素材である木材を使うことの意義を学びながら、木のある暮らしに親しんでいただくこと

を目的に、熊本県や大分県などのヒノキを材料としたイスづくり体験プログラムを「子どもアドベンチャ

ー2016」において実施し、2 日間で 965 名の参加により 462 脚のイスがつくられました（参加費総額 23

万 1,000円）。 

横浜市では、緑の環境をつくり育てることで健康的で潤いと憩いのある住み良い都市とするための様々

な取組がなされており、地域に根ざした環境保全活動を展開するための「横浜市環境保全基金」も設け

られています。この度の寄付は、横浜市のこうした取組に深く賛同し実施したものです。 

当社は横浜市に本社を置く企業グループとして、横浜市の豊かな環境を将来にわたって守るとともに、

森林資源の循環や地域社会の発展に役立てるよう、これからも地域社会と寄り添いながら環境貢献活動を

積極的に実施してまいります。 

左 林 文子横浜市長  右 平田 潤一郎取締役 （参考）子どもアドベンチャー開催時の様子 


